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（様式第４号）       第９回丸子地域協議会 会議概要 

１ 審議会名  丸子地域協議会 

２ 日  時  令和 4年 12 月 22日（木曜日） 午後 1時 30 分から午後 2 時 30 分まで 

３ 会  場  丸子地域自治センター ４階 講堂 

４ 出 席 者  小林勉会長、宮下由紀副会長、阿部勇委員、石合茂委員、上野隆子委員 
髙木涼子委員、田中幸子委員、中沢誠委員、中山康昭委員、堀内茂一委員 
丸山登志一委員、山本幸恵委員、割田栄二委員 

 
５ 市側出席者 中村丸子地域自治センター長 

春原丸子地域自治センター次長兼地域振興課長 

小林丸子地域振興政策幹兼丸子地域教育事務所長 

青木丸子市民サービス課長、翠川丸子産業観光課長 

竹花丸子産業観光課産業企画担当政策幹 

滝澤丸子建設課長、杉浦丸子・武石上下水道課長 
坂口丸子学校給食センター所長、関丸子消防署長 
矢ケ崎地域振興課長補佐兼地域政策担当係長、倉澤主査、佐藤主査、中島主任 

６ 公開・非公開等の別   公開 ・  一部公開  ・  非公開 

７ 傍聴者   １人  ・  記者  １人 

８ 会議概要作成年月日  令和 5年 1月 16 日 

 

１ 開 会（春原センター次長） 

 

２ 小林会長あいさつ 

 

◆会議事項に入る前に、前回会議での委員からの質問「市道箱畳線の改良工事について」に対する

回答を行う。 

  （担当課）現在の状況として、交差点付近の建物除去が相続関係で難航していたが、12 月に

書類等の準備が整ったので、年度内には除去等完了する予定。それに伴い工事を発注し、下

丸子から腰越に向かっている区間 180ｍ、さらに交差点から修学館に向かって 70ｍの区間

について、令和 6 年中には工事を完了していく予定。その先については、およそ 390m 残

っているが、街路事業またはその他の事業の中で進めていく予定。 

 

３ 会議事項 

 
（１）丸子地域の住民自治組織（まちづくり）の方向性について          【資料１】 
    ・第 2 回丸子地域協議会で、上田市地域自治センター条例第 7 条及び上田市地域協議会規

則第 3 条に基づき、市民参加・協働推進課より意見を求められてから今までの経過につ

いて事務局より説明。 
    その後、意見書（案）を、会長（兼まちづくり部会長）より報告。 
 
   ＜質疑・応答＞ 

（委員）④内村地区、依田地区会議の設立見込みについて、「両地区の設立については、丸子

まちづくり会議が中心となり」という文言があるが、市が地域のためになるということで長

瀬・塩川地区会議ができ、丸子中央地区会議ができた。まちづくり会議中心ではなく、行政

として各地域に出向いて、利便性や将来の人口状況を考慮しながら設立を進めていくことが

より大事ではないか。政府によると 2050 年までに居住地域の約 5 割で人口が半分になり、

さらに 2割の地域が無居住化するという報告が出ている。丸子地域でもあてはまるところが

出てくる。その対処方法として、行政は将来のためにまちづくり会議という素晴らしい組織

を設立したほうが良いと積極的な設立へ向けての働きかけが必要だと思う。 

 
 

（事務局）丸子まちづくり会議のまちづくり計画の中で、未設立の地区については設立支援を

すると入っており、「丸子まちづくり会議が中心となり」という文言にさせてもらっている。

設立にあたっては、丸子まちづくり会議から行政側にも相談があるのも事実。今後ご意見を

聞きながら、行政だけ、まちづくり会議だけが主導でやるのかではなくて、お互いに知恵を
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出して、設立に向けた取り組みを進めていければと考えている。ただ、設立がゴールではな

く、地域の実状等を考慮していきたいと思っている。 

 

   ・意見書を市へ提出することについて、参加者全員の賛成をもって承認された。 

 

 

（２）地域振興事業基金（持ち寄り分）充当事業について             【資料２】 
   ・資料に沿い、担当課から説明。 
 

   ＜質疑・応答＞ 

（委員）信州丸子義仲関連事業は継続事業ということだが、6月の会議時に、地域振興事業

基金持ち寄り分の令和 3年度分の残が 2億 8300 万円程だったと思うが、今後も地域振興

事業基金から捻出していくのか。 

（担当課）持ち寄り分の基金を活用して継続して取り組んでいきたいというもの。 

（委員）継続していくとなると基金の残高が減るが、この基金の他にも何か充当できる手立

ては考えているのか。 

（担当課）丸子町時代の基金を活用して、丸子地域のために活用するという趣旨のもので、

使っていけば目減りしていくが、各地域に基金があり、同じような事業を地域のために行

っている。最終的にはゼロになる日は来るが、その時は市の一般財源の中からお願いして

いくことになると思う。まだ丸子地域は 2億ほどあるので、皆さんにご意見をいただいて、

より丸子地域のためになる使い道を提案したい。また、皆さんからも提案いただければと

思う。 

 

（３）意見書「循環バスからデマンド交通への転換についての提言」について 【当日資料３】 
   ・上田市情報公開条例第 8条 5号に該当のため、非公開 

   

４ その他 

（１）今後の協議会日程について 

     第 10 回 1 月 26 日（木）午後 1時 30 分 丸子地域自治センター 4階 講堂 

      第 11 回 2 月  9 日（木）午後 1時 30 分 丸子地域自治センター 4階 講堂 

     第 12 回 3 月  2 日（木）午後 1時 30 分 丸子ふれあいステーション 3階 会議室 

 

５ 閉 会  


